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鈴木課長武川課長補佐

宮
島
昌
克
・
金
沢
大
学
教
授
に
聞
く
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山下主事

災
害
時
に
給
水
拠
点
を
確
保
す
る
重
要
性
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
管
路
の
破
損
や
浄
水
場
の
機
能
停
止

と
い
っ
た
事
態
を
あ
る
程
度
念
頭
に
置
い
た
施
設
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
配
水
池
に
設
置
さ
れ
る
緊
急
遮

断
弁
は
命
の
水
を
守
る
最
後
の
砦
と
い
え
る
。
水
道

シ
ス
テ
ム
の
強
靱
化
を
図
る
上
で
今
後
、
さ
ら
な
る

普
及
が
求
め
ら
れ
る
遮
断
弁
は
、
確
実
に
作
動
す
る

高
い
信
頼
性
や
安
全
性
を
配
慮
し
た
操
作
性
な
ど
も

求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
紙
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
災
初
期
段
階
に
お
け
る
応
急
給
水
で
活
躍
し

た
、
清
水
合
金
製
作
所
製
緊
急
遮
断
弁
の
作
動
状
況

や
今
後
の
震
災
対
策
に
活
か
す
取
り
組
み
な
ど
で
３

事
業
体
を
取
材
。
さ
ら
に
、
宮
島
昌
克
・
金
沢
大
学

教
授
に
は
地
震
・
災
害
に
対
す
る
備
え
の
あ
り
方
に

つ
い
て
話
を
伺
っ
た
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～東日本大震災でも確かな性能を実証～

石石

巻巻

地地

方方

広広

域域

水水

道道

企企

業業

団団

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業

団
は
宮
城
県
石
巻
市
、
東
松

島
市
を
構
成
団
体
と
し
、
末

端
給
水
ま
で
行
っ
て
い
る
。

平
成
�
年
３
月
末
現
在
で
、

一
日
最
大
給
水
量
７
万
５
０

３
６
立
方
㍍
、
給
水
人
口
は

�
万
９
６
７
２
人
。

旧
石
巻
市
に
周
辺
６
町
が

編
入
し
た
平
成
�
年
４
月
の

市
町
合
併
に
伴
い
、
同
企
業

団
は
３
上
水
道
事
業
と
�
簡

易
水
道
事
業
を
引
き
継
ぎ
、

水
道
施
設
数
は
大
幅
に
増
加

し
た
。
浄
水
能
力
の
約
９
割

を
占
め
る
蛇
田
、
大
街
道
、

須
江
山
の
主
力
３
浄
水
場
を

は
じ
め
と
す
る
�
浄
水
場

（
う
ち
、
簡
易
水
道
は
�
施

設
）
や
配
水
場
�
カ
所
（
同

�
施
設
）
な
ど
、
保
有
す
る

水
道
施
設
数
は
１

５
０
を
超
え
る
。

鈴
木
昇
・
浄
水

課
長
は
「
施
設
数

が
非
常
に
多
い
た

め
、
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
た
防
災
対
策

が
求
め
ら
れ
ま

す
。
緊
急
遮
断
弁

は
比
較
的
大
規
模

な
配
水
場
に
	
カ

所
、
牡
鹿
半
島
の

鮎
川
浄
水
場
内
配

水
場
を
は
じ
め
と

す
る
旧
町
の
簡
易

水
道
地
区
に
２
カ

所
、
合
計


カ
所

に
設
置
し
て
い
ま

す
。
宮
城
県
沖
は
東
日
本
大

震
災
以
前
か
ら
数
十
年
に
１

度
、
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
大
地
震

が
頻
発
し
て
き
た
地
域
で
す

の
で
、
遮
断
弁
の
導
入
を
開

始
し
た
時
期
は
比
較
的
早

く
、
旧
河
北
町
が
昭
和
�
年

度
、
八
幡
山
配
水
場
に
整
備

し
た
の
が
最
初
で
す
。
以
降

は
国
庫
補
助
事
業
を
活
用

し
、
大
部
分
は
平
成
�
～



年
に
導
入
し
ま
し
た
」
と
経

緯
を
説
明
す
る
。

震
度
５
強
を
記
録
し
た
平

成
�
年
８
月
の
宮
城
県
地
震

以
来
、
防
災
対
策
の
成
果
が

試
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
で

は
給
水
区
域
内
で
最
大
震
度

６
強
の
激
し
い
揺
れ
と
大
津

波
が
襲
い
、
遮
断
弁
を
整
備

し
た
成
果
と
と
も
に
運
用
上

の
課
題
も
一
部
見
つ
か
っ

た
。武

川
渉
・
同
課
課
長
補
佐

は
成
果
に
つ
い
て
「
設
置
し

た
緊
急
遮
断
弁
は
全
て
、
概

ね
設
定
通
り
に
作
動
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
応

急
給
水
活
動
の
応

援
に
駆
け
つ
け
て

頂
く
ま
で
の
間
、

各
地
域
で
住
民
の

命
の
水
を
確
保
で

き
た
こ
と
は
大
変

大
き
な
成
果
で
あ

っ
た
と
言
え
ま

す
。
特
に
今
回
は

大
津
波
に
襲
わ
れ

た
た
め
、
牡
鹿
半

島
の
各
水
道
施
設

は
道
路
が
寸
断
さ

れ
、
孤
立
し
た
状

態
が
続
き
ま
し

た
。
職
員
は
そ
の

間
、
現
場
確
認
が

取
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
た
わ

け
で
す
が
、
容
量
１
２
０
０

立
方
㍍
の
鮎
川
配
水
場
に
設

置
し
た
清
水
合
金
製
作
所
の

ウ
エ
イ
ト
式
機
械
直
動
形
遮

断
弁
が
し
っ
か
り
機
能
し
、

事
な
き
を
得
ま

し
た
」
と
高
く

評
価
。

一
方
、
課
題

に
つ
い
て
は

「
何
％
閉
止
す

る
か
の
開
度
設

定
が
悩
み
ど
こ

ろ
で
す
。
当
企

業
団
で
は
２
カ

所
を
全
閉
、
そ

の
他
は
基
本
的

に
�
％
閉
止
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
基

準
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

全
閉
を
基
本
と
す
べ
き
で

す
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に

は
検
討
課
題
が
２
点
あ
り
ま

す
。
１
点
目
は
技
術
的
課
題

で
、
遮
断
弁
を
作
動
さ
せ
る

感
知
方
法
を
複
数
組
み
合
わ

せ
、
誤
作
動
を
起
こ
す
リ
ス

ク
を
極
限
ま
で
抑
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。流
量
感
知
に

加
え
、震
度
感
知
な
ど
も
組

み
合
わ
せ
る
と
さ
ら
に
安
心

で
す
ね
。
２
点
目
は
、
飲
料

水
と
消
火
用
水
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
う
取
る
の
か
と
い
う
制

度
上
の
課
題
で
す
。
消
火
用

水
を
確
保
し
よ
う
と
思
え
ば

全
閉
で
き
ま
せ
ん
。
配
水
系

統
間
の
相
互
融
通
な
ど
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
っ
た

大
規
模
事
業
体
で
あ
れ
ば
、

一
部
の
配
水
場
を
�
％
に
、

残
り
は
全
閉
に
、
と
い
う
運

用
で
両
立
可
能
な
の
で
す
が

…
。
消
防
部
局
と
今
後
協
議

し
、
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

地
震
に
備
え
た
ハ
ー
ド
整

備
は
、
水
道
施
設
や
管
路
の

耐
震
化
に
加
え
、
緊
急
遮
断

弁
の
導
入
も
不
可
欠
な
要
素

だ
。
鈴
木
課
長
は
遮
断
弁
が

備
え
る
べ
き
望
ま
し
い
機
能

に
つ
い
て
「
配
水
場
底
部
の

流
出
管
に
設
置
す
る
た
め
、

弁
室
は
地
下
深
い
場
所
に
あ

る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
制

御
盤
や
弁
の
復
帰
操
作
を
行

う
ハ
ン
ド
ル
を
上
屋
に
設
置

で
き
れ
ば
便
利
で
す
し
、
職

員
の
安
全
確
保
が
容
易
と
な

り
ま
す
。
夜
間
や
停
電
時
に

光
源
を
確
保
す
る
必
要
が
な

い
ほ
か
、
緊
急
時
の
酸
欠
リ

ス
ク
か
ら
も
解
放
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
リ
ス
ク
要
因
を

減
ら
す
観
点
か
ら
、
電
源
喪

失
時
で
も
作
動
可
能
な
ウ
エ

イ
ト
式
が
好
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
説
明
し
た
。

地
震
・
災
害
に
対
す
る
備
え
の
あ
り
方

日日
本本
にに
おお
けけ
るる
地地
震震
・・

災災
害害
リリ
スス
クク
のの
高高
まま
りり

にに
つつ
いい
てて

東
日
本
大
震
災
か
ら
３

年
余
り
が
経
ち
、
あ
れ
だ

け
の
震
災
で
も
人
間
の
心

の
持
ち
よ
う
か
ら
す
れ
ば

風
化
は
避
け
ら
れ
な
い
も

の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
一
方

で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
大
規
模
地

震
発
生
の
懸
念
、
リ
ス
ク

は
日
に
日
に
確
実
に
高
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。
し
た

が
い
ま
し
て
、「
公
の
水
」

を
預
か
る
水
道
事
業
者
の

皆
さ
ん
に

は
、
ま
ず
は

こ
の
リ
ス
ク

を
真
摯
に
、

そ
し
て
強
く

意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大大
規規
模模
地地
震震
被被
災災
地地
にに

おお
けけ
るる
緊緊
急急
遮遮
断断
弁弁
のの

設設
置置
・・
作作
動動
状状
況況

緊
急
遮
断
弁
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
新
潟
県
中

越
沖
地
震
の
柏
崎
市
の
事

例
で
は
、
配
水
池
２
池
の

う
ち
、
１
池
に
遮
断
弁
を

配
備
し
て
い
た
こ
と
が
応

急
活
動
に
良
い
作
用
を
も

た
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
２
池
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

１
池
し
か
な
い
場
合
の
判

断
は
難
し
い
で
す
ね
。
そ

の
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
が
消

防
水
利
に
あ
る
こ
と
は
当

然
で
す
が
、
消
防
サ
イ
ド

は
水
道
事
業
に
頼
ら
ず
と

も
消
火
用
水
を
確
保
す
る

姿
勢
に
あ
る
こ
と
は
よ
く

聞
か
れ
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
自
治
体

の
規
模
や
財
政
力
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
組
織
に

よ
っ
て
水
道
へ
の
依
存
度

に
は
差
異
が
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
消
防
サ
イ
ド
と
の
意
思

の
疎
通
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
に

な
る
で
し
ょ
う
。
仮
に
消

防
の
水
道
に
対
す
る
依
存

度
が
低
け
れ
ば
配
水
池
が

１
池
で
も
迷
う
こ
と
な
く

遮
断
弁
を
設
置
す
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

ここ
れれ
かか
らら
のの
緊緊
急急

遮遮
断断
弁弁
にに
望望
むむ
ここ
とと

管
路
の
耐
震
化
が
進
ま

な
い
現
状
か
ら
す
れ
ば
、

大
元
の
配
水
池
に
し
っ
か

り
投
資
を
し
て
躯
体
の
強

靭
性
は
も
と
よ
り
遮
断
弁

も
し
っ
か
り
配
備
す
る
こ

と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て

い
ま
す
。
技

術
的
な
面
で

は
、
遮
断
弁

そ
の
も
の
の
有
効
性
は
分

か
っ
て
い
る
こ
と
な
の

で
、
今
後
は
そ
の
機
能
を

存
分
に
発
揮
す
る
た
め
の

セ
ン
サ
リ
ン
グ
技
術
の
高

度
化
が
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
瞬
間
的
な
最
大

震
度
だ
け
で
は
な
く
、
時

系
列
的
な
流
量
、
水
圧
の

変
化
な
ど
も
考
慮
し
た
精

度
の
高
い
シ
ス
テ
ム
開
発

に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

福福

島島

市市

水水

道道

局局

福
島
市
の
水
道
事
業
は
大

正


年
に
供
用
を
開
始
し

た
。
当
初
は
阿
武
隈
川
を
水

源
と
し
て
い
た
が
、
水
質
悪

化
と
将
来
に
わ
た
り
安
定
な

水
源
を
確
保
す
る
た
め
、
摺

上
川
ダ
ム
の
建
設
に
参
画

し
、
平
成
�
年
か
ら
は
福
島

地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

か
ら
全
量
受
水
し
て
い
る
。

平
成
�
年
度
で
一
日
最
大
給

水
量
は
９
万
６
６
６
２
立
方

㍍
、
給
水
人
口
は
�
万
５
０

６
２
人
。

平
成
�
年
３
月
�
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
福
島
市
に
お
け
る
震
度

は
６
強
で
あ
っ
た
。
水
道
被

害
は
送
配
水
施
設
か
ら
給
水

施
設
ま
で
２
２
０
件
に
の
ぼ

り
、同
企
業
団
の
送
水
管（
φ

１
５
０
０
）
の
破
損
で
市
内

全
域
が
断
水
す
る
未
曾
有
の

事
態
と
な
り
、
復
旧
ま
で
	

日
間
を
要
し
た
。

福
島
市
水
道
局
で
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、平
成
８
年
度
に『
地

震
防
災
計
画
』
を
策
定
し
、

地
震
な
ど
災
害
対
応
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。同

計
画
の
中
で
は
、
緊
急

遮
断
弁
の
整
備
に
つ
い
て
も

設
置
条
件
な
ど
を
盛
り
込

み
、
積
極
的
に
整
備
し
て
い

る
。『
地
震
防
災
計
画
』
に

基
づ
き
、
緊
急

遮
断
弁
に
つ
い

て
は
、
１
人
１

日
当
た
り
で
３

日
間（
９

）の

水
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
内
全
域
を
５
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
拠
点
と
な
る
受
・

配
水
池
に
設
置
し
て
い
た
。

ま
た
、
市
中
心
部
の
国
道

�
号
平
和
通
り
の
地
下
に
飲

料
水
兼
用
耐
震
貯
水
槽
（
２

０
０
立
方
㍍
）
を
整
備
し
、

そ
こ
に
は
圧
力
感
知
自
立
式

の
切
替
形
緊
急
遮
断
弁
を
設

置
し
て
い
る
。
こ
の
遮
断
弁

は
従
来
、
入
口
、
出
口
の
緊

急
遮
断
弁
と
開
放
弁
の
３
台

を
連
動
さ
せ
て
運
用
し
て
い

た
も
の
を
１
台
に
集
約
。
本

管
の
圧
力
低
下
を
感
知
し
て

作
動
す
る
も
の
で
、
シ
ン
プ

ル
な
制
御
で
動
作
の
安
定
性

が
高
ま
る
と
と
も
に
、
電
源

不
要
な
ど
の
特
長
を
持
つ
。

今
泉
繁
・
次
長
（
水
道
技

術
管
理
者
）
は
「
災
害
時
に

は
火
災
に
伴
う
消
火
用
水
確

保
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
２

池
構
造
の
受
・
配
水
池
に
つ

い
て
は
、
１
池
を
飲
料
水
と

し
て
確
保
し
、
も
う
１
池
は

消
火
用
水
と
し
て
供
給
で
き

る
よ
う
に
整
備

し
て
い
ま
す
。

１
池
の
み
の
配

水
池
に
つ
い
て

は
、
遮
断
弁
を

中
間
開
度
ま
で

遮
断
し
、
配
水

池
か
ら
の
異
常

流
出
を
制
御
す

る
こ
と
で
、
飲

料
水
と
消
火
用

水
の
両
方
を
確

保
し
ま
す
。
緊

急
遮
断
弁
は
市

内
受
・
配
水
池

に
計
�
施
設
、

飲
料
水
兼
用
耐

震
貯
水
槽
に
１

施
設
と
な
り
ま

す
」
と
説
明
。

さ
ら
に
「
平

和
通
り
の
飲
料

水
兼
用
耐
震
貯

水
槽
は
、
配
水

管
と
直
結
し
た

有
圧
の
貯
水
槽
で
す
。
設
置

し
た
切
替
形
緊
急
遮
断
弁
は

圧
力
感
知
自
立
式
で
す
か

ら
、
震
災
時
、
配
水
圧
力
の

低
下
を
瞬
時
に
感
知
し
、
自

動
的
に
遮
断
、
飲
料
水
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
断
水
の
影
響
が
特
に
大

き
な
市
街
地
に
設
置
す
る
も

の
で
す
か
ら
、
何
よ
り
も
高

い
安
定
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
点
、
切
替
形
緊
急

遮
断
弁
は
市
内
中
心
部
の
水

の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
」
と
作
動
状
況

を
評
価
し
て
い
る
。

な
お
受
・
配
水
池
の
緊
急

遮
断
弁
は
、
大
震
災
時
、
過

流
量
の
発
生
に
よ
り
作
動
し

た
の
が
６
施
設
、
設
定
流
量

未
満
で
作
動
し
な
か
っ
た
の

が
６
施
設
、
点
検
中
の
た
め

作
動
し
な
か
っ
た
の
が
１
施

設
と
な
っ
た
。

１
施
設
を
除
き
、
５
ブ
ロ

ッ
ク
の
う
ち
４
ブ
ロ
ッ
ク
で

水
量
確
保
を
達
成
し
、
市
全

体
で
は『
地
震
防
災
計
画
』で

掲
げ
た
目
標（
１
人
、１
日
、

３

を
３
日

間
）
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き

た
。今

泉
次
長
は

「
最
大
で
	
日
間
の
断
水
を

経
験
し
、
命
の
水
を
供
給
す

る
水
道
事
業
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
大
規
模
な

災
害
に
対
し
て
は
、
水
供
給

の
多
く
の
選
択
肢
を
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
中
で
緊
急
遮
断
弁
を
設

置
す
る
こ
と
は
大
変
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
今
後
は
給
水
活
動
に
係

る
問
題
や
職
員
数
が
減
少
す

る
中
で
の
他
事
業
体
や
民
間

と
の
連
携
な
ど
も
考
え
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
大

震
災
の
経
験
か
ら
、
今
後
の

取
り
組
み
を
語
っ
て
い
る
。

君君

津津

市市

水水

道道

部部

君
津
市
は
千
葉
県
内
で
市

原
市
に
次
ぐ
面
積
を
有
し
、

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
通

じ
都
心
か
ら
約
１
時
間
で
ア

ク
セ
ス
で
き
る
。
平
成
�
年

度
末
の
給
水
人
口
は
８
万
５

８
３
６
人
、
１
日
最
大
給
水

量
は
３
万
４
０
０
４
立
方
㍍

（
い
ず
れ
も
暫
定
値
）。
水
源

は
自
己
水
源
と
君
津
広
域
水

道
企
業
団
か
ら
の
受
水
が
４

対
６
と
な
っ
て
い
る
。
配
水

場
は
君
津
市
で
合
計
�
カ
所

あ
る
。

市
中
心
部
に
は
軟
弱
地
盤

の
谷
底
平
野
が
広
が
る
な

ど
、
大
地
震
に
よ
る
液
状
化

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ

で
同
市
水
道
部
は
、
昭
和
�

年
度
の
北
子
安
、
鎌
滝
配
水

場
に
始
ま
り
、
東
日
本
大
震

災
以
前
に
主
要
な
	
配
水
場

に
緊
急
遮
断
弁
を
整
備
。
大

地
震
に
備
え
た
。

山
下
慎
之
介
・
水
道
部
工

務
課
工
務
係
主
事
は
「
本
市

で
は
制
御
盤
お
よ
び
操
作
ハ

ン
ド
ル
を
弁
室
の
外
に
設
置

す
る
ウ
エ
イ
ト
式
油
圧
分
離

形
遮
断
弁
を
最
も
多
く
採
用

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
弁

室
が
水
没
す
る
な

ど
、
遮
断
弁
と
機

器
類
が
同
時
に
被

害
を
受
け
る
リ
ス

ク
を
分
散
す
る
の

が
主
目
的
で
す
。

ま
た
、
弁
室
内
は

常
時
、
高
湿
度
状

態
に
晒
さ
れ
る
た

め
、
電
子
機
器
類

に
悪
影
響
が
及
ぶ

可
能
性
に
も
考
慮

し
、
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
分
離
型
は
こ

れ
ら
の
不
安
を
一

掃
す
る
信
頼
性
の

高
い
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
評
価
し
て

い
ま
す
」
と
、
採

用
に
当
た
っ
て
重

視
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し

て
い
た
だ
い
た
。

遮
断
弁
を
作
動
さ
せ
る
感

知
方
式
に
震
度
（
加
速
度
）

感
知
を
採
用
し
て
い
る
同
部

で
は
、
地
震
動
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
開
度
を
第
１
段
階
の

『
中
間
停
止
』、
第
２
段
階
の

『
全
閉
』
に
分
け
て
設
定
し

て
い
る
。
最
大
震
度
５
弱
を

観
測
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
液
状

化
被
害
も
な
く
、
配
水
管
の

漏
水
被
害
も
１
カ
所
の
み
。

６
カ
所
の
遮
断
弁

が
設
定
通
り
第
１

段
階
ま
で
作
動

し
、
今
後
予
想
さ

れ
る
震
災
に
お
い

て
も
、
発
災
初
期

の
住
民
の
水
を
確

保
す
る
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
の
確

信
を
深
め
た
と
い

う
。さ

ら
に
、
今
年

５
月
５
日
に
関
東

地
方
で
発
生
し
た

地
震
は
君
津
市
内

で
震
度
３
～
４
を

観
測
。
感
震
器
の

設
定
加
速
度
を
低

め
に
設
定
し
て
い

た
久
保
浄
水
場
内

配
水
場
（
容
量
７

１
６
６
立
方
㍍
）
の
清
水
合

金
製
作
所
製
遮
断
弁
の
み
、

東
日
本
大
震
災
以
来
初
め

て
、
第
１
段
階（
開
度
�
％
）

ま
で
作
動
し
た
。

「
久
保
配
水
区
は
市
内
で

も
人
口
が
密
集
す
る
地
域
な

の
で
、
管
路
の
損
傷
が
な
い

場
合
は
遮
断
弁
の
迅
速
な
復

帰
操
作
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
点
、
久
保
は
ウ
エ
イ
ト

式
油
圧
分
離
形
で
す
か
ら
、

弁
室
の
外
か
ら
容
易
に
作
業

で
き
ま
し
た
。
導
入
し
て
か

ら
実
際
に
２
回
、
安
定
し
て

作
動
し
た
わ
け
で
、
今
後
の

災
害
対
策
に
お
い
て
も
重
要

な
役
割
を
担
う
資
機
材
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
」
と

評
価
し
て
い
る
。

遮
断
弁
に
関
す
る
今
後
の

課
題
は
、
感
震
器
の
設
定
加

速
度
の
統
一
化
と
、
更
新
期

を
迎
え
た
遮
断
弁
の
リ
プ
レ

イ
ス
。「
現
在
の
設
定
で
は

震
度
４
で
第
１
段
階
ま
で
作

動
し
ま
す
が
、
管
路
被
害
な

ど
は
ほ
ぼ
発
生
し
な
い
た

め
、
今
年
度
内
に
見
直
し
ま

す
。
近
隣
市
を
参
考
に
、
第

１
段
階
を
震
度
４
～
５
弱
相

当
の
１
０
０
ガ
ル
、
第
２
段

階
は
５
強
相
当
の
２
０
０
ガ

ル
と
す
る
方
針
で
す
。
更
新

に
関
し
て
は
、
市
域
面
積
が

広
く
施
設
数
も
多
い
一
方
、

職
員
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
遠
隔
操
作
に
対
応
で
き

る
と
利
便
性
が
さ
ら
に
高
ま

り
ま
す
ね
」
と
語
っ
た
。

２度の地震で安定作動
『分離型』の信頼性など評価

孤立地域の給水にも威力
上屋で操作し安全確保を

特特
集集
・・
清清
水水
合合
金金
製製
作作
所所
のの
製製
品品
とと
技技
術術

制御がシンプルでメンテナンスも容易

耐
震
貯
水
槽
に
切
替
形
緊
急
遮
断
弁

３
機
能
統
合
で
高
い
安
定
性

市内各地で応急給水

正常に作動したウエイト式機械直

動形遮断弁

制
御
盤
は
地
上
部
に
設
置

（
鮎
川
配
水
場
）

消
防
と
の
意
思
の
疎
通
が

セ
ン
サ
リ
ン
グ
技
術
の
高
度
化
を

（６）特 集（週二回月・木曜日発行）２０１４年（平成２６年）７月７日（月曜日）第４９２１号 第３種郵便物認可
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